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要　　　旨：【目的】文献により、学生参加型 FD 活動に関する他大学の実践と課題を明らかにし、
本学科における学生とともに取り組む教育の質向上に向けた活動への示唆を得る。

【方法】医中誌、CiNii、GoogleSholor を用いて、「学生参加」「学生参画」と「FD」「学
生 FD」 で検索した。FD 活動内容または課題が記載されている文献を対象とし、FD 活
動のタイプ、活動レベル別に整理した。

【結果】対象文献は 45 件であった（ハンドサーチ 6 件含む）。学生主体で活動する「学
生 FD」が 22 件、大学公認組織で活動する「学生参画型 FD」18 件であった。活動内容
では学生と教職員が教育をテーマに自由に話し合う場の開催が最も多かった。一方で学
生教職員の理解、参加者数の確保、予算など活動継続に関連する課題があった。

【結論】教職員と学生がともに取り組む教育の質向上に向けて、学生と教職員が意見交
換する場の開催の重要性が示唆された。

A b s t r a c t：Objective: This study aims to clarify the practices and challenges of student-involved 
faculty development (FD) activities in other universities based on a review of existing 
literature. The findings will be used to enhance the quality of education through 
student-faculty collaboration in our department.
Methods: We searched Ichushi, CiNii, and Google Scholar using the keywords "student 
participation," "student engagement," "FD," and "student FD." Literature describing 
the content or challenges of FD activity was selected and categorized by type and 
activity level.
Results: A total of 45 relevant articles were identified, including 6 obtained through 
hand-searching. Of these, 22 described ‘student FD’ activities led primarily by 
students, while 18 focused on ‘student-engaged FD’ activities conducted within 
officially recognized university organizations. The most common activity involved 
creating forums where students and faculty can freely discuss educational themes. 
Conversely, challenges related to the sustainability of these activities included 
ensuring understanding of both students and faculty, securing sufficient participants, 
and obtaining adequate fundings. 
Conclusion: Creating opportunities for faculty and students to exchange opinions was 
highlighted as a key step toward enhancing educational quality through collaborative 
efforts.

キーワード：FD、学生FD、学生参画、教育の質
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〈総説〉
日本における学生参加型FDの活動内容と課題に関する文献検討

Activities and Challenges in Student-involved Faculty Development in Japan: A Literature Review
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Ⅰ．緒言
　ファカルティ・ディベロップメント（以下、FD）
とは、教員が授業内容・方法を改善し向上させるた
めの組織的な取組の総称１）である。大学設置基準の
改定によりFDは制度化され、1999年に努力義務化、
2007年に大学院課程におけるFDの義務化、2008年に
学士課程におけるFDが義務化となった２）。教育の質
向上や学修成果を高めるため、全ての大学において
組織化されたFDが求められている。 
　2000年に文部科学省高等教育局から学生の立場に
立った大学づくりが提案３）され、教員中心の大学か
ら学生中心の大学への転換が求められる中、大学が
学生を教育改善活動に参画させる学生参画は全学レ
ベルでより組織的に取り組まれるようになってきて
いる４）。2040年に向けた高等教育のグランドデザイ
ン（答申）５）においても、今後の大学教育のあり方
を示すなかで、学修者本位への教育の転換や学修成
果の可視化を重視する視点が強調されている。教員
が何を教えるかより学生の学びを重視しており、こ
の流れは高等教育の質保証にも大きな影響を与えて
いるといえる。大学基準協会が調査した「質保証に
おける学生参画のあり方に関する調査研究報告書」６）

では、学生の学習環境や学生生活環境を改善し、学
生の学びを最大化し社会に送り出すためには、当事
者である学生を参画させることが必要かつ有効であ
るとされている。また、内部質保証における学生参
画の大学にとっての意義、さらには外部質保証にお
ける学生参画の意義についても述べられており、今
後の認証評価に学生参画が取り上げられる可能性が
あることが示唆される。
　今後さらなる少子化が進み、高等教育市場の競争
が激化することが予測され、より多くの学生を呼び
込むため教育の質を高め、その教育内容を保証する
ことが生き残るための重要課題であると指摘されて
いる７）。そのためには、大学教育の制度、内容、枠
組みなど大学教育に求められる様々な変化に対応し
ながら質を保証し、魅力ある大学として学生に選ば
れる大学づくりのためには、学生の視点は欠かせな
いと考える。学生の視点を活かした教育改善を実現
し、質の維持および向上に寄与する取り組みとして、
学生参画は今後さらに発展が期待されるといえる。
　学生の教育や大学運営への学生参加について、本
学では内部質保証の一環として、授業評価アンケー
トや学生調査による学生の意見聴取、自己点検評価
において学生自治である学友会への意見聴取を実施
している。そのうえで、さらに魅力ある大学、選ば

れる大学を目指し、学生と共に教育の質を向上させ、
質を保証していくことは重要な課題である。近年の
学生の多様化を教育発展の重要な機会として捉え、
学生が教育プロセスに主体的に参画し、教員と協働
して新たな学びの創造により教育の質向上に取り組
むことが必要と考える。そこで、FDへの学生参加に
関する示唆を得ることを目的とし、学生参加型FD活
動に関する他大学の活動内容と課題について文献資
料に基づき報告する。

Ⅱ．目的
　文献検討により、学生参加型FD活動に関する他大
学の活動内容と課題を明らかにし、本学科における学
生とともに取り組む教育の質向上に向けた活動への示
唆を得る。

Ⅲ．方法
１．本研究で対象とする活動内容と用語について
　木野８）は、学生参画型FDについて「授業や教育改
善に関心を持つ学生が、その改善のために主体的に取
り組む活動で、大学側との連携を求めるもの」と定
義しており、学生FDや学生参加型FDとも称される取
り組みを含めて学生参画型FDとしている。一方、中
里は９）、FDへの学生参画に関する先行研究を参照す
ると、学生参画型FD、学生FD、学生参加型FDとい
う用語が使用されていることを指摘している。服部
は10）「学生参加型FD」を用いており、「学生 FDや学
生参画型 FDと呼ばれる場合もある」と述べており、
用語の統一がなされていないことを示している。本
報告では、中里の定義９）を採用し、以下のように用
語を整理する。大学の公的または公認の組織に位置
づけられている活動を「学生参画型FD」、学生有志
による学生主体の活動を「学生FD」、その他、教職
員主催の活動に学生が参加する場合を「その他」と
し、これら全てを含めて「学生参加型FD」とする。
また、本報告対象の活動内容は、教育の質や学修成果
を高めるために学生が参画する取り組みとする。田中
は11）、大学における学生参画の目的として、①学生
個人および同輩の学修成果の最大化、②大学教育の質
の保証・向上、③大学運営における学生・大学・社会
の利益の反映、の３点を挙げており、これは木野が
示す学生参画型FDの目的と整合する。①は、相互学
習を通じた学修成果の向上という観点からピア・サ
ポートを含むとされる。②は、学生の意見を教育改
善に反映させることを指し、直接的に教職員と学生
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が意見交換を行う場合と、質問紙調査等による間接
的な意見収集の双方を含む。間接的手法である授業
評価アンケートや学生調査は、本学においてすでに
実施しているため、本報告の対象には含めず、直接
的な教職員と学生が意見交換する活動を対象とする。

２．文献の選定方法
　 医 中 誌Web版、CiNii、Google Scholarを 用 い て、
2010年以降の文献に限定し、「学生参加」または「学
生参画」と「FD」または「学生FD」 をキーワードと
して検索した。2010年以降に限定した理由は、2009年
に第１回全国学生FDサミットが開催され、それ以降
に学生FDの認知も広まったと考えられるためである。
抽出された文献のタイトルおよび抄録を確認後、重複
文献を除外し、入手可能な文献の本文を読み、活動内
容または課題が記載されている文献を選定した。さ
らに大学コンソーシアム京都によるFDSDフォーラム
2015年度の第３分科会のテーマが「学生FDと大学マ
ネジメント」であり、そこで報告されていた４大学の
報告内容も対象とした。

３．分析方法
　対象文献について、文献の概要（発表年、大学名、
FD活動目的、参加者数、参加者内訳）、FDのタイプ（学
生参画型FD、学生FD、その他）、活動分類（ピア・サポー
ト、教育改善支援、大学運営）、実施内容、課題、活
動成果についてマトリックスで整理した。活動内容に
ついては、田中11）、梅村12）、鈴木13）、を参考に、①ピア・
サポート、②教育改善支援、③大学運営の活動レベル
別に分類した。

Ⅳ．結果
　検索の結果118件の文献が抽出され、最終の対象文
献は39件であった。ハンドサーチによる２件、大学コ
ンソーシアム京都によるFDSDフォーラム2015年での
報告４件を追加し、合計45件を対象とした14-58）。

１．対象文献の概要（表１）
　対象文献の活動内容が紹介されていた大学は21大
学であり、看護系大学は２大学であった。日本大学
は2013年から学生FDサミットを毎年開催しており、
2025年まで学生が記載した活動報告書が発行されてい
た。文献の発表年では2010年から2025年まで毎年報告
があり、2015年が最も多く８件であり、ついで2018
年の７件であった。2015年のうち４件は大学FDSD
フォーラム第３分科会「学生FDと大学マネジメント」

での報告内容である。
　FDのタイプとしては、大学からの公的組織ではな
いが学生有志や学生FDメンバー、学生のピア・サポー
トサークルなど学生主体で活動する学生FDが最も多
く22件（１件は学生参画型と重複）であった。そのう
ち11件は日本大学のFDサミット報告である。大学に
任命された公的または公認の組織として活動する学生
参画型FDは18件であった。その他は６件であり、教
員または教職員が開催する交流会やFD研修会で学生
と意見交換するなどの活動であった。

２．学生参加型FDの活動内容（表1および表２）
１）ピア・サポート：ミクロ
　学生同士の支援によるピア・サポートは、学生参画
型FDで10件、学生FDで２件であった。学生参画型で
は、ピア・サポートが大学内で組織化されている。学
習支援を活動の柱にするピア・サポートを組織化し
15)35）、サポーターにスキルトレーニングを提供して
いるところもある29)35）。活動内容としては、授業補
助や学習支援などに加えて、留学生支援48)、新入生
のオリエンテーション57)、図書館の利用者支援、キャ
リア形成や就職支援15)など多様であった。
　立命館大学では全学部に上級生が初年次教育の支援
を行う制度（オリター・エンター）があり、就学相
談、生活支援、コミュニティ形成の３つの支援領域に
関わっている15）。また、Educational supporter（ES）
は授業内外での学生への質問対応を行っている15)24)。
ピア・サポートの内容は、授業外活動で学生組織と大
学部局が協働して行われているものが多く、例えば国
際部とワールド会（留学経験者のグループ）、キャリ
アセンターとキャリアサポートスタッフ／リクルート
サポートスタッフなど授業外の活動を支援している
18)。さらにピア・サポート団体が学生自治会や有志
の学生によって設立されたものもあり、それらの団体
間の連携を促進する団体も設立されている18)。京都
産業大学では、ラーニングコモンズにおいて大学の臨
時職員として雇用される立場の学生が、図書館と協力
して施設の保守点検や施設の利用促進のための企画・
運営を実施している30)。

２）教育改善支援：メゾ
　教育改善支援で最も多い活動は、学生・教員・職
員で意見交換を行う活動であり、学生参画FDで９件、
学生FDで21件、その他で４件であった。学生教職員
の意見交換の場である「しゃべり場」は、立命館大学
で2008年に導入され学生FDの基本的活動となり、全
国学生FDサミットでも同様の形が継続され全国に広
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あり、日本大学や島根県立大学では、活動開始時に学
生や教員に対して学生FDについて説明を実施してい
た。「しゃべり場」の主なテーマは、授業改善、良い
授業に関する意見交換、授業アンケート、シラバス、
良い大学、大学の学びとは、など多様であった。
　その他には、教員の思いを学生に伝える、学生の思
いを教員に伝える活動があり、学生参画FDで３件で
あった。例えば追手門学院大学26）や島根県立大学28）

では、教員へのインタビューや、研究室訪問、教員図
鑑などを作成していた。
　学生参画型FDに特徴的であった活動は、教員の授
業支援であり、授業観察や授業改善に向けたコンサ
ルティングが４件であった。芝浦工業大学23)のSCOT

（Student Consulting on Teaching）学生は、正課外活
動であるSCOTプログラムの研修参加、認証、登録さ
れた学生であり、学内臨時職員に位置づけられている。
教員の依頼を受けて授業観察、事前事後打ち合わせ、
フィードバックを行う。またSCOTのようにPASS

（Peer Assessment Support Service）学生と呼ばれる
学生の力を借りて、授業改善のための情報収集を行い、
かつ、クライアント教員へのコンサルティングはメン
ターである教育･学習支援センター教員が行い、教員
を支援する制度を導入している大学もあった36)。 
　学生発案型の授業の企画は５件あった。学生発案型
授業には、学生の問題意識から開始されるケース、学
生参画型FDと全学FD推進組織が協働して検討を行う
ケース、大学側から学生参画型FDに依頼されるケー
スがある52)。

３）大学運営：マクロ
　大学運営に関する活動は、学生参画型FDで報告さ

がっていた取り組みであり59）、３者が三位一体となっ
て教育の質改善にとりくむという考え方である。特に、
日本大学は2009年度から日本大学全学部学生、教職員
を対象に学生自らが企画・運営する「日本大学 学生
FD CHAmmiT」を開催している。日本大学では、平
成20年に日本大学FD推進センターを開設し、「自主創
造」の教育理念・目的の下、教職協働・学生参画を意
識し、ファカルティ・ディベロップメントを全学的に
推進している。「日本大学 学生FD CHAmmiT」は、
全国の各大学が一大学に集合して大々的に行われる

「学生FD サミット」と違い、CHAmmiT とはサミッ
トとチャットを掛け合わせた造語であり、「難しく堅
苦しい話でも教員・職員・学生で気軽に話し合おう」
というコンセプトが包括されているとしている34)。
この活動は、コロナ禍ではオンライン開催するなど開
催方法を工夫しながら、2024年まで継続して行われて
いる。学生FDスタッフは大学公認組織ではなく、学
生による活動であり、学生FDスタッフが開催までに
数回のミーティングを重ね、テーマや当日の運営、開
催の広報活動まで行う。全学部の学生・教職員が毎年
200名程度参加している。「しゃべり場」という用語を
用いていないものの、学生と教職員が自由に意見を言
い合う交流会、フォーラムなど授業改善について小グ
ループで話し合う活動も報告されており、学生主体の
活動の中心となっている。教員や大学が主催している
報告も４件15)31)46)47)あった。
　学生FDが「しゃべり場」を開催するきっかけは、
全国「学生FDサミット」の影響が推測される。「学
生FDサミット」の参加校や、「学生FD」サミットへ
の参加がきっかけで活動を開始した大学もある28)41)。
活動を進めるためには、教員や学生の認知度が課題で

表２　FD の分類と報告件数（重複あり＊）
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治会、学生有志による団体などにより、授業に参加し
直接支援する正課内での学習支援から、履修相談や図
書館の利用、レポート作成支援などの正課外での学習
支援、さらには大学生活支援、就職支援、留学生支援
など多様な学生同士によるサポートが行われていた。
本学科でも、教務委員会と学生委員会が、初年次生を
対象に上級生による「学び方支援プログラム」を企画
しており、参加学生はボランティアである。また、講
義、演習等において上級生による学習支援、相互学習
を実施している科目もある。例えば、これらの企画を
学生と共に企画・運営することで、学生の意見も反映
された企画となり、学生の主体的な参画にもつながる
と考える。
　教育改善支援では、授業改善への直接的な活動は学
生参画型FDにおいて報告されていた。いずれも教育
支援センターや全学FD委員会の下部組織に位置づけ
ているなど組織体制が明確であり、学科単位での活
動は困難である。また岡山大学のように、学生参画
型FDの先駆けであった大学でも2019年度に活動組織
が終了しており、継続が難しいといえる。学生参画
型FDの継続には、単に組織を設置するだけではなく、
学生と教員双方のモチベーションを維持しながら、活
動成果を可視化するような仕組みづくりも必要である
と考える。
　教育改善支援で学生FD、学生参画型FDともに最も
多い活動が、学生教職員が一堂に会して意見交換を行
う、いわゆる「しゃべり場」の開催であることがわかっ
た。「しゃべり場」は全国の学生FDサミットで広がっ
ていったが、2019年度の開催を最後にコロナ禍により
学生FDサミットも中止となった。全国学生FDサミッ
トへの参加校には看護系大学では島根県立大学が参
加しており、学生FD活動として現在も「しゃべり場」
の開催が継続されている。本学科においても、内部質
保証の一環として授業評価アンケートや学生調査の結
果をふまえて改善に向けて取り組んでいるが、改善に
向けた提案は教員が考えることが中心となっている。
学生に対してアンケート結果の報告や改善策について
は伝えているものの、そのプロセスにおいては一方的
であるといえる。今回の調査から、多様な学生の声を
聞く、学生と教員が双方向で意見を出し合うこと、さ
らには職員も含めて学科全体の教育改善を検討するこ
との重要性が示唆された。少子化により、入学生の確
保がますます困難となっている中、学生の意見を反映
した魅力ある大学づくりが課題であり、「しゃべり場」
の開催が１つの方法であると考える。また、教員と話
す機会が多い学生のほうが大学への愛着が高い可能性
があることが示唆されており60)、学生の主体的参画

れている活動であり６件であった。立命館大学では
15)、学生自治会と学部執行部が定期的に懇談会を持
ち、教学に関して学生の要望、意見を聴取している。
全学協議会で学生代表と大学執行部等が次の教学政策
を協議する機会が保証され、とりまとめられた内容が
報告書で全学の教職、学生に広報されている。岡山大
学でも2001年に学生が正式なメンバーとして参加する

「学生・教員FD検討会」が教育開発センターの一部と
して発足し、教育開発センター教育開発協議会FD専
門委員会の指導により、学生・教員双方の協力のもと、
教育全般に関する企画・提言を行い、岡山大学の教育
の改善を推進することを目的としている。学生FD委
員会の委員長は学生であり、学生の提案は教員を含め
た月１回の全大会で議論・審議され、大学の公的な審
議ルートにのる形である。活動には、上限制について
の検討や成績確認画面の改善提案など大学教育に関す
る制度やその運用の改善提案、施設設備に関する要望
がある18)52)。しかし、岡山大学の学生FD組織は2019
年度で活動を終了している。
　その他、インスタグラムや高校生への大学紹介な
どの広報活動に学生の立場から関わる広報活動27)56)、
就職活動を盛り上げるなど大学運営に関するピア・サ
ポート15)、オープンキャンパスや入学式・卒業式の
学生スタッフなど、大学の業務補助が学生FD活動に
位置づけられている大学もあった48）。

３．課題
　課題について明確に記載されていた文献は17件で
あった。日本大学の学生FD報告は主催学生が各自で
レポートとしてふり返りを記載しているため、各学生
が記載した課題は対象としなかった。今後の継続性に
関する課題が６件16)38)39)40)49)52)で最も多かった。他
には、学生参画型FDにおけるFD学生の確保23)36)49)、
企画に対する学生参加者数の確保15)31)43)57)、学生FD
の関する認知や理解の低さ15)23)31)33)46)があり、特に
授業支援に関して教員の抵抗感が課題とされていた。
また、企画運営する際の学生や教員の負担19)43)や活
動に際する財源や予算の確保41)43)も報告されていた。
学生FD活動における学生スタッフには有償と無償の
ケースがあり、加えて、大学公認組織においては活動
予算の有無も運営に関わる。しかし、これらの点につ
いては一部の文献に記載されたのみであり、その具体
的な内容を把握することはできなかった。

Ⅴ．考察

　ピア・サポートでは、大学公認の公的組織、学生自
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向上に向けて学生とともに考え成長する学科でありた
いと考える。それを支援することが本学科FD委員会
の役割であるといえる。
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